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ディレクティブを表明するように奨める」で 2.56（95%信頼区間 1.62– 4.05、p < 0.001）であり、緩
和ケアに関する困難感尺度スコアは、専門家の支援が 9.3 ± 3.8、症状緩和が 7.8 ± 2.6、医療・介
護者間のコミュニケーションが 7.0 ± 3.0、入所者・家族とのコミュニケーションが 6.9 ± 2.4、地
域連携が 6.0 ± 3.1と、専門家の支援に関する困難感が相対的に高いことを明らかにした。緩和ケア
に関する困難感尺度の総スコアおよび全ての下位ドメインのスコアで、エンド・オブ・ライフケア教育
提供群の方が有意に低く、重回帰分析の結果、回答者と所属施設の属性、看取り経験で調整しても、エ
ンド・オブ・ライフケア教育の提供が最も強く緩和ケアに関する困難感尺度の低さに関連（β = -0.182, 






















 平成 30年 5月 11日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
